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 近年、格子 QCD 計算は計算機性能の向上と計算アルゴリズムの発展により計算精度の精密化が
飛躍的に進み、誤差 1%レベルの精密第一原理計算の時代へと突入している。しかし精密化に伴っ
て、格子間隔の決定の際に生じる隠れた系統誤差の問題が顕在化した。格子間隔決定のためのレ
ファレンス・スケールとして、Wilson ループを利用した Sommer スケールというものがある。測
定の際に比較的大きな系統誤差(数%レベル)が生じるため、Sommer スケールに代わるものとして
ヤン-ミルズ勾配流を利用したレファレンス・スケールが注目されている。 













全次数改良は、今後の格子 QCD 計算の精密化に大きく貢献するだけでなく、格子 EMT 演算子の構
築に本質的な役割を果たすことによってハドロン内部構造の解明や QGP の熱力学および流体的性
質の研究など幅広い応用が展開できるため、今後のハドロン分野への本研究の寄与は大きい。 
上記のごとく、審査論文の著者は格子 QCD 計算を用い自立して研究活動を行うに必要な高度の
研究能力と学識を有することを示している。したがって，鎌田紀彦提出の博士論文は，博士（理
学）の学位論文として合格と認める。 
 
